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一．序章 

中国の 60歳以上の高齢人口は 2025 年に 2億 8 千万人、人口の 12.1％になると推計されている

1)。しかし、今日の中国の高齢者の栄養摂取は十分ではない。 

二．研究の背景 

中国人の主要死因は、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患である。伝統的な中国医学の概念では、

食品は健康の維持促進、疾病の予防や管理、リハビリテーションなどの機能を有するとされてい

る。中国人の栄養摂取の推移をみると 1 人 1 日当たりの供給エネルギー、タンパク質、脂質の摂

取量は増加している 7)。食に関連する口腔疾患の状況をみると、中国人の口腔疾患率は 90％と高

いが、治療率は 10％にすぎない 9)。中国の高齢化の進行に伴い、老化を促進させ余命を短縮させ

る低栄養 12)が問題となってきているが、中国の高齢者の食品摂取の多様性の実態や関連する要因

に関する研究はほとんどない。  

三．先行研究 

食品摂取の多様性に関する先行研究では、「一緒に食事を摂る」介入が食品摂取の多様性を高め

低栄養を防ぐ可能性が示されている 14）。また、漢民族、チベット族の食の多様性と ADL や BMI な

どの身体的健康度との関連が報告されている 15)。食品摂取の多様性には地域差もみられ、背景と

して経済水準の関連を指摘した研究がある 16)。その他、最終学歴、収入、最長職などが高齢者の

食品摂取に関連することが報告されている 17)18)。 

四.本研究の目的 

中国の在宅高齢者の食品摂取の特徴を明らかにする。また、食品摂取の多様性スコア（熊谷他、

2003）を参考にして中国の高齢者の食品摂取の多様性指標を算出し、食品摂取の多様性に関連す

る要因を明らかにする。 

五．対象および方法 

2014 年の 8 月から 9 月にかけ、山東省済南市の公園にて、60 歳以上の市民 80 名（男女各々40

名）に対し、属性、健康状況と生活習慣に関する聞取り調査を行った。 

肉，魚、卵、大豆・大豆製品、牛乳・乳製品、緑黄色野菜、その他の野菜、海藻類、果物類の

9品目について摂取頻度の分布特性を考慮し食品摂取の多様性指標得点を算出した． 

食品摂取頻度と属性との関連をχ2検定にて検討した後、食品摂取の多様性指標得点に関連する

要因を、2群間の比較は t検定、3群間以上の比較は分散分析を用い検討した。統計学的検定には

SPSS を使用した。 

六．結果 

属性別に食品摂取頻度をみた結果、女性の方が男性より五穀の摂取頻度が有意に高い一方、白

酒の摂取頻度は男性が女性より有意に高かった。 

食品摂取の多様性指標得点には有意な性差はみられなかった。食品摂取の多様性指標得点は自

覚的咀嚼力により有意な差があり、あまり噛めない群に比較し、何でも噛んで食べられる群の平

均値が高かった。また、食品摂取の多様性指標得点は、国が粗粮を食べたほうがいいと推奨して

いることを「よく知っている」と回答した群の方が「聞いたことがある」と回答した群より有意

に高かった。 

 自覚的咀嚼力は、米食、麺類、牛乳、乳製品、大豆製品、緑黄色野菜の摂取頻度との間に、国
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が粗粮を食べたほうがいいと推奨していることの周知状況は、米食、小麦粉、肉類、緑黄色野菜、

淡色野菜、ビタミン剤との間に有意な関連が認められた。 

七．考察 

 咀嚼力の維持は食品摂取の多様性を保つために重要と考えられる一方、咀嚼力が低下していて

も調理法の工夫などのケアにより、食品摂取の多様性を保つことが可能になると考えられた。ま

た、国の推奨はかなり住民に浸透しており、食品摂取の多様性とも有意にかかわっていたことか

ら、啓発広報活動も重要と考えられる。筆者はさらに以下の点を指摘したい。 

1．少量の飲酒習慣の重要性 

女性も毎日少量の酒を飲むようになると、もっと豊かな食事を作れるではないかと考える。 

2．屋内での身体活動の重要性 

家庭で手軽にできる運動を普及させるとともに、住む地域に屋内で運動ができる施設を多く作

る必要性を筆者は強く感じている。 

3．経済力の影響 

経済状況の高低は、とくに季節の時期により高齢者の食品摂取頻度の差に影響すると考えられ

る。 

4．中国の高齢者向けの食に関するサービスの不十分 

今後、増加する空巣老人などに対する日常生活の支援の重要性が増すものと考えられる。 

5.社区の役割への期待 

住民にとって身近な社区からの広報活動の充実がもっと期待される。 
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